
(57)【要約】

【課題】

本発明の第１の目的は、揚送装置と払出装置を一体化し

、小型、安価かつ消費エネルギーが少ない遊技機の球体

送り出し装置を提供することである。

　本発明の第２の目的は、使用される球体を遊技機内で

磨くことができる遊技機の球体送り出し装置を提供する

ことである。

　本発明の第３の目的は、球体磨きによって発生したゴ

ミを自動的に排除できる遊技機の球体送り出し装置を提

供することである。

【解決手段】

  バラ積み状態で球体を保留する保留ボウル、前記保留

ボウルから球体を受け入れ、一つずつ強制的に送り出す

送り出し装置、前記送り出し装置から送り出された球体

を列にして上方に案内する案内部、前記案内部の出口に

配置した検出部、前記検出部の検出に基づいて前記送り

出し装置を停止する制御部とを含む遊技機の球体送り出

し装置である。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
バ ラ 積 み 状 態 で 球 体 (Ｂ )を 保 留 す る 保 留 ボ ウ ル (122)、
前 記 保 留 ボ ウ ル か ら 球 体 を 受 け 入 れ 、 一 つ ず つ 強 制 的 に 送 り 出 す 送 り 出 し 装 置 (120)、
前 記 送 り 出 し 装 置 か ら 送 り 出 さ れ た 球 体 を 列 に し て 上 方 に 案 内 す る 案 内 部 (126)、
前 記 案 内 部 の 出 口 に 配 置 し た 検 出 部 (128)、
前 記 検 出 部 の 検 出 に 基 づ い て 前 記 送 り 出 し 装 置 を 停 止 す る 制 御 部 (130)、
と を 含 む 遊 技 機 の 球 体 送 り 出 し 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 案 内 部 に 球 体 磨 き 部 (236)を 着 脱 可 能 に 取 り 付 け た 請 求 項 １ の 遊 技 機 の 球 体 送 り 出
し 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 案 内 部 が 、 断 面 角 形 の パ イ プ (230)で あ る 請 求 項 ２ の 遊 技 機 の 球 体 送 り 出 し 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 球 体 磨 き 部 が 、 断 面 角 形 パ イ プ の 角 部 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 ３ の 遊 技 機 の 球 体 送 り
出 し 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 案 内 部 が 、 ス パ イ ラ ル 状 で あ る 請 求 項 ３ の 遊 技 機 の 球 体 送 り 出 し 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 案 内 部 が 、 上 下 方 向 に ル ー プ し て い る 請 求 項 ２ の 遊 技 機 の 球 体 送 り 出 し 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 遊 技 機 に 用 い る 球 体 送 り 出 し 装 置 に 関 す る 。
詳 し く は 、 遊 技 機 の 機 構 を 簡 単 化 し 、 安 価 に 提 供 で き る 球 体 送 り 出 し 装 置 に 関 す る 。
さ ら に 詳 し く は 、 球 体 の 検 出 装 置 を 備 え た 球 体 送 り 出 し 装 置 に 関 す る 。
な お 、 本 明 細 書 で 使 用 す る 「 球 体 」 の 代 表 例 は 、 パ チ ン コ 球 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 遊 技 機 内 の 下 位 に 配 置 し た 貯 留 部 か ら 揚 送 装 置 に よ っ て 上 位 に 配 置 し た 上 部 貯 留 タ ン ク
に パ チ ン コ 球 を 送 給 し て 貯 留 し 、 入 賞 時 に 上 部 貯 留 タ ン ク か ら 落 下 さ せ つ つ 払 出 装 置 で 所
定 数 を 払 い 出 す 遊 技 機 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2003-79807（ 図 ３ ― 図 ５ 、 5頁 ― 24頁 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
前 記 従 来 技 術 に お い て 、 球 体 は 揚 送 装 置 に よ っ て 上 部 貯 留 部 に 揚 送 さ れ 、 別 に 設 け ら れ た
払 出 装 置 で 払 い 出 さ れ る 。
換 言 す れ ば 、 球 体 の 積 極 的 送 り 出 し 装 置 が 二 つ 必 要 で あ り 、 設 置 ス ペ ー ス が 大 き く な る と
共 に 、 コ ス ト 高 で あ り 、 さ ら に 消 費 エ ネ ル ギ ー も 大 き い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 第 １ の 目 的 は 、 揚 送 装 置 と 払 出 装 置 を 一 体 化 し 、 小 型 、 安 価 か つ 消 費 エ ネ ル ギ ー
が 少 な い 遊 技 機 の 球 体 送 り 出 し 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
　 本 発 明 の 第 ２ の 目 的 は 、 使 用 さ れ る 球 体 を 遊 技 機 内 で 磨 く こ と が で き る 遊 技 機 の 球 体 送
り 出 し 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
　 本 発 明 の 第 ３ の 目 的 は 、 球 体 磨 き に よ っ て 発 生 し た ゴ ミ を 自 動 的 に 排 除 で き る 遊 技 機 の
球 体 送 り 出 し 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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  こ の 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ の 発 明 に か か る 遊 技 機 の 球 体 送 り 出 し 装 置 は 次 の よ
う に 構 成 さ れ て い る 。
バ ラ 積 み 状 態 で 球 体 を 保 留 す る 保 留 ボ ウ ル 、 前 記 保 留 ボ ウ ル か ら 球 体 を 受 け 入 れ 、 一 つ ず
つ 強 制 的 に 送 り 出 す 送 り 出 し 装 置 、 前 記 送 り 出 し 装 置 か ら 送 り 出 さ れ た 球 体 を 列 に し て 上
方 に 案 内 す る 案 内 部 、 前 記 案 内 部 の 出 口 に 配 置 し た 検 出 部 、 前 記 検 出 部 の 検 出 に 基 づ い て
前 記 送 り 出 し 装 置 を 停 止 す る 制 御 部 と を 含 む 遊 技 機 の 球 体 送 り 出 し 装 置 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 構 成 に お い て 、 保 留 ボ ウ ル に バ ラ 積 み 状 態 に 保 留 さ れ た 球 体 は 、 送 り 出 し 装 置 に よ っ
て 一 つ ず つ 強 制 的 に 送 り 出 さ れ 、 案 内 部 に よ っ て 列 状 に 案 内 さ れ る 。
そ し て 、 案 内 部 の 出 口 か ら 所 定 の 装 置 に 払 い 出 さ れ る 。
検 出 部 は 、 案 内 部 の 出 口 か ら 払 い 出 さ れ る 球 体 を 検 出 す る 。
そ し て 制 御 部 は 、 そ の 検 出 信 号 を カ ウ ン ト す る 。
そ の カ ウ ン ト 数 が 所 定 の 数 に な っ た 場 合 、 制 御 部 は 球 体 送 り 出 し 装 置 を 停 止 す る 。
換 言 す れ ば 、 送 り 出 し 装 置 は 所 定 数 の 球 体 の 払 出 装 置 と 揚 送 装 置 を 兼 ね 備 え て い る 。
し た が っ て 、 一 つ の 送 り 出 し 装 置 の み 設 置 す れ ば よ い の で 、 装 置 は 小 型 、 か つ 、 安 価 で あ
り 、 さ ら に 、 消 費 エ ネ ル ギ ー も 少 な い と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 案 内 部 に 球 体 磨 き 部 を 着 脱 可 能 に 取
り 付 け た 遊 技 機 の 球 体 送 り 出 し 装 置 で あ る 。
こ の 構 成 に お い て 、 球 体 は 案 内 部 に よ っ て 案 内 さ れ つ つ 揚 送 さ れ る 。
し た が っ て 、 球 体 は 、 案 内 部 の 壁 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 球 体 磨 き 部 に 対 し 相 対 移 動
す る 。
換 言 す れ ば 、 球 体 は 球 体 磨 き 部 に よ っ て 擦 ら れ つ つ 移 動 す る の で 、 自 動 的 に 磨 か れ る 利 点
を 有 す る 。
ま た 、 球 体 磨 き 部 は 案 内 部 に 取 り 付 け ら れ る の で 、 特 別 な 装 置 を 設 け な い の で 小 型 に 形 成
で き る 利 点 を 有 す る 。
さ ら に 、 球 体 磨 き 部 は 案 内 部 に 着 脱 可 能 で あ る の で 、 球 体 磨 き 機 能 が 低 下 し た 場 合 、 直 ぐ
さ ま 交 換 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 案 内 部 が 、 断 面 角 形 の パ イ プ 遊 技 機 の
球 体 送 り 出 し 装 置 で あ る 。
こ の 構 成 に お い て 、 案 内 部 が 断 面 角 形 の パ イ プ で あ る か ら 、 球 体 が こ の パ イ プ 内 を 移 動 す
る 場 合 、 角 部 に お い て 球 体 と パ イ プ の 間 に ス ペ ー ス が で き る 。
混 入 し た ゴ ミ 等 は 、 こ の 角 部 空 間 に 追 い や ら れ 、 球 体 の 通 路 か ら 排 除 さ れ る の で 、 球 体 の
移 送 を 効 率 良 く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ の 発 明 に お い て 、 前 記 球 体 磨 き 部 が 、 断 面 角 形 パ イ プ の 角 部
に 配 置 さ れ て い る 遊 技 機 の 球 体 送 り 出 し 装 置 で あ る 。
こ の 構 成 に お い て 、 球 体 磨 き 部 は 、 パ イ プ の 角 部 に 配 置 さ れ て い る 。
換 言 す れ ば 、 前 記 し た よ う に 角 部 の 場 合 、 パ イ プ と 球 体 の 間 に 空 間 が あ る た め 、 球 体 磨 き
部 は そ の 空 間 に 配 置 さ れ る 。
し た が っ て 、 球 体 磨 き 部 の 設 置 用 ス ペ ー ス を 新 た に 設 け な く と も よ い の で 、 装 置 を 小 型 化
で き る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ の 発 明 に お い て 、 前 記 案 内 部 が 、 ス パ イ ラ ル 状 で あ る 遊 技 機
の 球 体 送 り 出 し 装 置 で あ る 。
こ の 構 成 に お い て 、 球 体 は パ イ プ の ね じ れ に よ り 進 行 方 向 に 対 し 直 角 方 向 に ト ル ク を 受 け
る の で 、 進 行 方 向 に 伸 び る 軸 線 の 回 り を 回 動 す る 。
換 言 す れ ば 、 球 体 の 周 面 が 球 体 磨 き 部 に 対 し 相 対 移 動 す る の で 、 な ん ら の 装 置 を 設 け ず と
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も 球 体 の 全 周 を 磨 く こ と が で き る 利 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 案 内 部 が 、 上 下 方 向 に ル ー プ し て い る
請 求 項 ２ の 遊 技 機 の 球 体 送 り 出 し 装 置 で あ る 。
こ の 構 成 に お い て 、 球 体 の 通 路 が 上 下 方 向 に ル ー プ し て い る の で 、 ル ー プ の 底 に 内 部 の ゴ
ミ が 落 下 す る 。
し た が っ て 、 こ の 底 部 に 配 置 し た 排 出 孔 か ら 、 球 体 磨 き 部 に よ っ て 球 体 表 面 か ら 取 り 除 い
た ゴ ミ を 落 下 さ せ る こ と が で き る 。
し た が っ て 、 簡 単 な 装 置 で 通 路 内 の ゴ ミ を 排 除 す る こ と が で き る 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 バ ラ 積 み 状 態 で 球 体 を 保 留 す る 保 留 ボ ウ ル 、 前 記 保 留 ボ ウ ル か ら 球 体 を 受 け 入 れ 、 一 つ
ず つ 強 制 的 に 送 り 出 す 送 り 出 し 装 置 、 前 記 送 り 出 し 装 置 か ら 送 り 出 さ れ た 球 体 を 列 に し て
上 方 に 案 内 す る 案 内 部 、 前 記 案 内 部 の 出 口 に 配 置 し た 検 出 部 、 前 記 検 出 部 の 検 出 信 号 に 基
づ い て 前 記 送 り 出 し 装 置 を 停 止 す る 制 御 部 と を 含 み 、 前 記 案 内 部 が 断 面 角 形 の パ イ プ で あ
り 、 前 記 パ イ プ の 角 部 に 球 体 磨 き 部 を 配 置 し た 遊 技 機 の 球 体 送 り 出 し 装 置 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 の 球 体 送 り 出 し 装 置 が 内 蔵 さ れ る 遊 技 機 列 の 斜 視 図 で あ る 。
図 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 の 球 体 送 り 出 し 装 置 を 内 蔵 し た ゲ ー ム 機 の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
図 ３ は 、 実 施 例 の 球 体 送 り 出 し 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
図 ４ は 、 図 ３ に お け る Ａ ― Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
図 ５ は 、 実 施 例 の 球 体 送 り 出 し 装 置 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
図 ６ は 、 図 ３ に お け る Ｂ ― Ｂ 線 断 面 図 で あ る 。
図 ７ は 、 図 ６ に お け る Ｃ ― Ｃ 線 断 面 図 で あ る 。
図 ８ は 、 実 施 例 の 球 体 送 り 出 し 装 置 の 裏 面 図 で あ る 。
図 ９ は 、 実 施 例 の 制 動 部 の 回 路 図 で あ る 。
図 １ ０ は 、 実 施 例 の 球 体 磨 き 部 の 正 面 図 、 Ｄ ― Ｄ 線 断 面 図 及 び 縦 断 面 斜 視 図 で あ る 。
図 １ １ は 、 実 施 例 の 検 知 部 の 正 面 図 、 背 面 図 及 び 裏 面 図 で あ る 。
図 １ ２ は 、 実 施 例 の 制 御 部 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
図 １ ３ は 、 実 施 例 の 作 用 説 明 用 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に お い て 、 複 数 の 遊 技 機 100が 列 設 さ れ 、 島 102を 構 成 し て い る 。
　 次 に 遊 技 機 100の 概 要 を 図 １ 及 び ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 遊 技 機 100は 、 そ の 正 面 に 上 か ら 順 に 、 ゲ ー ム 内 容 等 の 表 示 部 104、 操 作 部 106、 球 体 投
入 皿 108及 び 入 賞 球 払 出 皿 110が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 操 作 部 106は 、 遊 技 の 開 始 、 遊 技 形 式 の 選 択 等 の 指 示 信 号 を 出 力 し 、 例 え ば 、 複 数 の 押
し ボ タ ン ス イ ッ チ に よ り 構 成 さ れ て い る 。
　 球 体 投 入 皿 108は 、 賭 け 球 体 を バ ラ 状 態 で 受 け 入 れ 、 底 面 の 傾 斜 に よ り 所 定 の 投 入 口 に
順 次 供 給 す る 機 能 を 有 す る 。
　 入 賞 球 払 出 皿 110は 、 払 い 出 さ れ た 入 賞 球 を バ ラ 状 体 で 保 留 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 隣 接 す る 遊 技 機 100と の 間 に 台 間 装 置 112が 配 置 さ れ 、 購 入 球 体 の 払 出 ノ ズ ル 114が 球 体
投 入 皿 108の 上 方 に 配 置 さ れ て い る 。
　 詳 述 す れ ば 、 台 間 装 置 112の 受 け 入 れ 口 113に 所 定 金 額 、 又 は プ リ ペ イ ド カ ー ド を 挿 入 し
、 受 け 入 れ た 所 定 金 額 に 対 し 所 定 数 の 球 体 が 払 出 ノ ズ ル 114に 払 い 出 さ れ る 。
　 払 い 出 さ れ た 球 体 は 、 払 出 ノ ズ ル 114に よ っ て 球 体 投 入 皿 108に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 遊 技 機 100の 内 部 に は 、 球 体 送 り 出 し 装 置 120が 配 置 さ れ て い る 。
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　 球 体 送 り 出 し 装 置 120は 、 保 留 ボ ウ ル 122、 送 り 出 し 部 124、 案 内 部 126、 検 出 部 128及 び
制 御 部 130を 含 ん で い る 。
　 保 留 ボ ウ ル 122は 、 横 長 矩 形 で あ り 、 底 部 が 送 り 出 し 部 124側 へ 傾 斜 し て お り 、 球 体 Ｂ を
バ ラ 積 み 状 態 で 保 留 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 送 り 出 し 部 124は 、 保 留 ボ ウ ル 122か ら 受 け 取 っ た 球 体 Ｂ を 一 つ ず つ 送 り 出 す 機 能 を 有 し
て い る 。
　 案 内 部 126は 、 送 り 出 し 部 124に よ り 送 り 出 さ れ た 球 体 Ｂ を 一 列 に 並 べ て 上 方 へ 案 内 す る
機 能 を 有 す る 。
　 検 出 部 128は 、 案 内 部 126の 先 端 か ら 払 い 出 さ れ る 球 体 Ｂ を 検 出 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 制 御 部 130は 、 検 出 部 128及 び 賭 球 体 検 出 部 132並 び に 操 作 部 106か ら 信 号 を 受 け 、 選 択 的
に 送 り 出 し 部 124及 び 振 り 分 け 部 134に 制 御 信 号 を 出 力 す る 。
　 賭 球 体 検 出 器 132は 、 球 体 投 入 皿 108か ら 受 け 入 れ た 球 体 Ｂ を 、 操 作 部 106か ら の 賭 球 体
受 け 入 れ 指 示 に 基 づ い て 所 定 数 を 計 数 し 、 保 留 ボ ウ ル 122へ 送 り 出 す と 共 に 賭 球 体 検 出 信
号 を 制 御 部 130に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 振 分 装 置 134は 、 案 内 部 126の 出 口 136か ら 払 い 出 さ れ た 球 体 Ｂ を 払 出 ノ ズ ル 114へ の 通 路
138又 は 入 賞 球 払 出 皿 110へ の 通 路 140へ 選 択 的 に 振 り 分 け る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 図 2か ら 図 8を 参 照 し て 送 り 出 し 部 124を 説 明 ず る 。
　 送 り 出 し 部 124は 、 分 離 部 142、 押 出 部 144、 駆 動 部 146及 び 制 動 部 148を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま ず 、 分 離 部 142を 説 明 す る 。
　 分 離 部 142は 、 バ ラ 積 み 状 態 の 球 体 Ｂ を 一 個 づ つ 区 分 け す る 機 能 を 有 し て い る 。
　 実 施 例 に お い て 分 離 部 142は 、 保 留 ボ ウ ル 122に 隣 接 配 置 さ れ 、 か つ 、 上 下 方 向 に 伸 び る
シ リ ン ダ 状 の 保 留 部 150の 底 部 に 配 置 さ れ た 円 板 形 の 分 離 デ ィ ス ク 152で あ る 。
　 保 留 部 150の 上 部 開 口 は 、 通 常 、 着 脱 可 能 な 蓋 151に よ り 閉 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 分 離 デ ィ ス ク 152は 、 回 転 中 心 部 が 円 錐 状 に 上 方 に 凸 に 形 成 さ れ た 滑 落 部 154、 そ の 周 囲
に リ ン グ 状 に 配 置 さ れ た 平 板 部 156を 有 し て い る 。
　 滑 落 部 154に は 、 等 角 度 間 隔 で 攪 拌 突 起 158が 形 成 さ れ て い る 。
　 本 実 施 例 に お い て 攪 拌 突 起 158は 、 120度 間 隔 で 回 転 軸 線 か ら 周 方 向 に 伸 び る リ ブ 状 の 突
起 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 平 板 部 156は 、 そ の 周 縁 部 が 保 留 部 150の 下 に 配 置 さ れ て い る 。
　 滑 落 部 154の 周 囲 に 分 離 デ ィ ス ク 152の 回 転 軸 線 を 中 心 と す る 凹 溝 160が 形 成 さ れ て い る
。
　 複 数 の 通 孔 162が 回 転 軸 線 を 中 心 と す る 同 一 円 上 に 等 間 隔 で 凹 溝 160に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 換 言 す れ ば 、 通 孔 162の 間 に は リ ブ 165が 位 置 し て い る 。
　 通 孔 162の 周 方 向 の 幅 は 、 球 体 Ｂ の 直 径 よ り も 僅 か に 大 き く 、 長 さ は 球 体 Ｂ の 直 径 の 二
倍 以 下 に 形 成 さ れ 、 か つ 、 滑 落 部 154及 び 平 板 部 156の 上 面 か ら 滑 ら か な 曲 面 で 接 続 さ れ て
い る 。
　 換 言 す れ ば 、 通 孔 162に は 球 体 1個 の み が 位 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 押 出 部 144を 説 明 す る 。
　 押 出 部 144は 、 分 離 デ ィ ス ク 152と ほ ぼ 同 径 の 円 板 状 の 押 出 デ ィ ス ク 164で あ る 。
　 押 出 デ ィ ス ク 164の 上 面 に は 、 押 出 デ ィ ス ク 164の 回 転 軸 線 か ら 周 方 向 に イ ン ボ リ ュ ー ト
曲 線 状 に 伸 び る 保 持 溝 166が 通 孔 162に 相 対 し て 形 成 さ れ て い る 。
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　 換 言 す れ ば 、 所 定 の 高 さ の 下 押 出 条 168が イ ン ボ リ ュ ー ト 曲 線 状 に 伸 び て い る 。
　 な お 、 下 押 出 条 168は 、 球 体 Ｂ を ス ム ー ズ に 移 動 さ せ る こ と が 出 来 る 場 合 、 直 線 又 は 弧
状 に 形 成 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 分 離 デ ィ ス ク 152の 裏 面 に も 上 押 出 条 170が 下 押 出 条 168に 相 対 し て 形 成 さ れ て い る 。
　 こ れ ら 分 離 デ ィ ス ク 152と 押 出 デ ィ ス ク 164は 、 ボ ー ル ベ ア リ ン グ 172を 挟 ん で 一 体 化 さ
れ 、 送 出 デ ィ ス ク 174を 構 成 し て い る 。
　 し た が っ て 、 下 押 出 条 168、 上 押 出 条 170、 分 離 デ ィ ス ク 152の 下 面 及 び 押 出 デ ィ ス ク 164
上 面 に よ っ て 囲 ま れ 、 周 面 が 開 口 し た 保 持 空 間 176が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 押 出 デ ィ ス ク 164は 、 ベ ー ス 178の 上 面 に 形 成 さ れ た 円 形 穴 180内 に 配 置 さ れ て い る 。
　 円 形 穴 180の 中 央 に 固 定 軸 182が ほ ぼ 垂 直 に 固 定 さ れ 、 そ の 上 端 部 に ベ ア リ ン グ 172が 取
り 付 け ら れ て い る 。
　 こ れ に よ り 、 送 出 デ ィ ス ク 174は 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 円 形 穴 180の 周 側 か ら 中 心 部 に 向 か っ て 伸 び る 案 内 片 184を 有 す る 案 内 プ レ ー ト 186が ベ
ー ス 178の 上 面 に 固 定 さ れ て い る 。
　 案 内 プ レ ー ト 186は 、 案 内 片 184、 円 形 の 案 内 孔 188及 び 案 内 片 184と 案 内 孔 188と に よ り
形 成 し た 導 出 通 路 190と を 有 す る 。
　 な お 、 案 内 片 184は 、 ベ ー ス 178に 固 定 し た 軸 189に ピ ボ ッ ト 可 能 に 取 付 け 、 か つ 、 付 勢
体 191、 例 え ば ス プ リ ン グ に よ っ て 図 7に お い て 時 計 方 向 へ 付 勢 さ れ 、 図 7に 示 す 位 置 で ス
ト ッ パ （ 図 示 せ ず ） に よ り 停 止 さ れ て い る 。
　 案 内 片 184に 球 体 Ｂ が 衝 突 し た 場 合 、 案 内 片 184が 僅 か に ス プ リ ン グ 力 に 反 し て 回 動 し 、
衝 突 の シ ョ ッ ク が 緩 和 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 案 内 片 184の 先 端 は 、 分 離 デ ィ ス ク 152と 押 出 デ ィ ス ク 164と の 間 に 形 成 さ れ た 溝 196に 配
置 さ れ 、 か つ 、 保 持 空 間 176の 奥 壁 近 傍 に 位 置 し て い る 。
　 し た が っ て 、 通 孔 162に 落 下 し た 球 体 Bは 、 押 出 デ ィ ス ク 162の 保 持 溝 166の 底 に 支 え ら れ
、 下 押 出 条 168及 び 上 押 出 条 170に 押 さ れ 、 そ の 直 径 部 を 案 内 孔 188に 案 内 さ れ つ つ 送 出 デ
ィ ス ク 174の 回 転 と と も 回 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 球 体 Bは 案 内 片 184に 誘 導 さ れ 、 導 出 路 190を 通 っ て 送 出 デ ィ ス ク 174の 周 方 向 に
移 動 す る 。
　 導 出 路 190は 、 球 体 Ｂ の 直 径 よ り も 僅 か に 幅 が 広 く 形 成 さ れ て い る 。
　 し た が っ て 、 球 体 Ｂ は 導 出 路 190を 一 列 に 並 ん で 移 動 す る 。
　 導 出 路 190に 相 対 す る 円 形 穴 180の 周 壁 が 開 口 さ れ 、 出 口 開 口 192が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 出 口 開 口 192の 近 傍 に 球 体 切 り 装 置 194が 配 置 さ れ て い る 。
　 球 体 切 装 置 194は 、 ガ イ ド ロ ー ラ 196、 揺 動 レ バ ー 198、 付 勢 体 200及 び セ ン サ 202を 含 ん
で い る 。
　 ガ イ ド ロ ー ラ 196は 、 レ バ ー 198の 一 端 に 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 レ バ ー 198は 、 ベ ー ス 178の 裏 面 側 の 凹 部 に 配 置 さ れ て い る 。
　 レ バ ー 198は 、 ス プ リ ン グ で あ る 付 勢 体 200に よ っ て 図 8に お い て 反 時 計 方 向 に 付 勢 さ れ
て い る 。
　 こ れ に よ り 、 ガ イ ド ロ ー ラ 196は 、 出 口 開 口 192の 近 傍 に 配 置 さ れ 、 出 口 通 路 204内 の 位
置 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 出 口 通 路 204は 、 導 出 路 190と 同 様 に 球 体 Ｂ が 一 列 で 移 動 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 ガ イ ド ロ ー ラ 196は 、 球 体 Bに よ っ て 付 勢 体 200の 付 勢 力 に 反 し て 出 口 通 路 204外 に
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移 動 可 能 で あ る 。
　 し た が っ て 、 球 体 切 り 装 置 194を 通 過 し た 球 体 Ｂ は 、 戻 る こ と が で き な い 。
　 な お 、 セ ン サ 202は 、 配 置 せ ず と も 良 い 。 な ぜ な ら 、 そ の 機 能 は 検 出 部 128の セ ン サ 278
で 代 用 可 能 で あ る か ら 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 駆 動 部 146を 説 明 す る 。
　 駆 動 部 146は 、 送 出 デ ィ ス ク 174を 所 定 速 度 で 回 転 す る 機 能 を 有 す る 。
　 駆 動 部 146は 、 電 気 モ ー タ 206及 び 伝 動 機 構 208を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 電 気 モ ー タ 206は 、 ベ ー ス 178に 倒 立 状 態 に 固 定 さ れ 、 そ の 出 力 軸 に 固 定 し た 出 力 ギ ヤ 20
7を 有 し て い る 。
　 伝 動 機 構 208は 、 円 形 穴 180に 隣 接 し て 形 成 し た ギ ヤ 穴 210内 に 直 立 す る 固 定 軸 212に 回 転
自 在 に 取 り 付 け た 大 径 ギ ヤ 214と 一 体 の 小 径 ギ ヤ 216を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 出 力 ギ ヤ 207は 、 大 径 ギ ヤ 214に 噛 み 合 い 、 小 径 ギ ヤ 216は 押 出 デ ィ ス ク 164の 外 周 に 形 成
し た ギ ヤ 218に 噛 み 合 っ て い る 。
　 し た が っ て 、 送 出 デ ィ ス ク 174は 、 電 気 モ ー タ 206に よ っ て 伝 動 機 構 208を 介 し て 回 転 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 制 動 部 148を 図 9を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 制 動 部 148は 、 所 定 数 の 球 体 Ｂ が 払 い 出 さ れ た 後 、 送 出 デ ィ ス ク 174を 急 速 停 止 し 、 球 Ｂ
が 過 払 い さ れ な い よ う に す る 機 能 を 有 す る 。
　 し た が っ て 、 制 動 部 148は 、 同 様 の 機 能 を 有 す る 他 の 装 置 に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 制 動 部 148は 、 電 気 モ ー タ 206の 給 電 回 路 218を シ ョ ー ト さ せ る こ と に よ り 、 電 気 モ ー タ 2
06に 制 動 力 を 付 与 す る 電 気 ブ レ ー キ ユ ニ ッ ト 220を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 電 気 ブ レ ー キ ユ ニ ッ ト 220は 、 電 動 モ ー タ 206の 給 電 回 路 218に お い て 、 モ ー タ 206と 並 列
に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ン グ ユ ニ ッ ト 222を 含 ん で い る 。
　 ス イ ッ チ ン グ ユ ニ ッ ト 222は 、 本 実 施 例 で は ス イ ッ チ 224で あ る が 、 同 様 の 機 能 を 有 す る
他 の ス イ ッ チ ン グ 手 段 に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 給 電 回 路 218に は 、 ゲ ー ム 機 の 制 御 装 置 （ 図 示 せ ず ） か ら の 指 令 で 開 閉 さ れ る ス イ ッ チ 2
26が 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。
　 ス イ ッ チ 224が 閉 じ ら れ た 場 合 (図 9の 状 態 )、 給 電 回 路 218は 、 閉 回 路 に な り 、 モ ー タ 206
が 所 定 の 方 向 に 回 転 さ れ る 。
　 こ の と き 、 電 気 ブ レ ー キ ユ ニ ッ ト 220は 開 放 回 路 の た め 機 能 し な い 。
　 ス イ ッ チ 224が 開 放 さ れ 、 ス イ ッ チ ン グ ユ ニ ッ ト 222が 閉 に な っ た 場 合 、 電 気 ブ レ ー キ ユ
ニ ッ ト 220は 閉 回 路 に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 状 態 に お い て 、 送 出 デ ィ ス ク 174の 慣 性 回 転 に よ り モ ー タ 206は 発 電 機 と し て 機 能 し
、 電 気 ブ レ ー キ ユ ニ ッ ト 220に 電 流 が 流 れ る 。
　 電 動 モ ー タ 206は 、 閉 状 態 の 電 気 ブ レ ー キ ユ ニ ッ ト 220に よ っ て シ ョ ー ト さ れ る た め 、 発
電 機 と し て の 電 動 モ ー タ 206の 負 荷 が 最 大 に な り 、 制 動 力 が 伝 動 機 構 208を 介 し て 送 出 デ ィ
ス ク 174に 加 わ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 結 果 と し て 、 送 出 デ ィ ス ク 174は 、 僅 か な 慣 性 回 転 量 で 停 止 す る 。
　 前 記 電 気 ブ レ ー キ ユ ニ ッ ト 220の み で 制 動 力 が 不 足 す る 場 合 、 モ ー タ 206か ら 押 出 デ ィ ス
ク 164の 間 の 伝 動 機 構 208に 電 磁 ブ レ ー キ ユ ニ ッ ト 、 若 し く は 、 機 械 的 ブ レ ー キ ユ ニ ッ ト を
追 加 し 、 又 は 、 そ れ ら に 置 き 換 え る こ と が で き る 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-296462 A 2005.10.27



　 制 動 力 が 不 足 す る 場 合 と は 、 例 え ば 、 余 計 に 球 体 Ｂ が 出 口 136か ら 払 い 出 さ れ る 場 合 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
次 に 案 内 部 126を 図 4を 参 照 し て 説 明 す る 。
案 内 部 126は 、 送 り 出 し 部 124に よ っ て 送 り 出 さ れ た 球 体 Bを 一 列 に 整 列 し て 上 方 に 案 内 す
る 機 能 を 有 す る 。
出 口 通 路 204に 案 内 パ イ プ 230が 接 続 さ れ て い る 。
案 内 パ イ プ 230は 、 ほ ぼ 水 平 の 出 口 通 路 204か ら ほ ぼ 垂 直 方 向 に 立 ち 上 が る 湾 曲 部 232と 垂
直 上 方 に 伸 び る 直 線 部 234と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ れ ら 通 路 235は 、 断 面 矩 形 で あ っ て 、 球 体 Bの 直 径 よ り も 僅 か に 大 き い 内 法 寸 法 を 持 っ て
い る 。
直 線 部 234は 、 所 定 長 さ の パ イ プ 片 を 所 定 数 接 続 す る こ と に よ り 、 そ の 長 さ を 段 階 的 に 設
定 可 能 に す る こ と が 望 ま し い 。
案 内 パ イ プ 230の 断 面 は 、 円 形 、 三 角 形 、 四 角 形 及 び 五 角 形 で あ っ て も よ い 。
し か し 、 後 述 の 球 体 磨 き 部 等 と の 関 係 で 角 形 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
次 に 案 内 部 126に 配 置 し た 球 体 磨 き 部 236を 図 10を 参 照 し て 説 明 す る 。
球 体 磨 き 部 236は 、 球 体 Bの 案 内 機 能 と 磨 き 機 能 と を 有 し て い る 。
球 体 磨 き 部 236は 、 所 定 長 さ の 角 パ イ プ 238及 び 球 体 磨 き 部 材 240と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
角 パ イ プ 238は 、 両 端 の フ ラ ン ジ 部 242を ネ ジ 等 の 固 定 手 段 で 固 定 す る こ と に よ り 適 宜 数 接
続 す る こ と が で き る 。
角 パ イ プ 238の パ イ プ の 通 路 254の 寸 法 は 、 通 路 235と 同 一 で あ る が 、 ス パ イ ラ ル 状 で あ る
。
こ の ス パ イ ラ ル 状 角 パ イ プ 238は 、 図 10(C)に 示 す よ う に 、 縦 方 向 に 二 分 割 し た 部 品 を 組 み
合 わ せ て 構 成 す る こ と に よ り 、 製 造 が 容 易 で あ る 。
し か し 、 直 線 部 234と 同 様 直 線 的 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
球 体 磨 き 部 材 240は 、 断 面 五 角 形 の 基 材 244に 合 成 繊 維 か ら な る フ ァ イ バ ー 246の 基 部 を 束
ね て 埋 め 込 み 、 ブ ラ シ 248を 構 成 し て い る 。
基 材 244は 、 樹 脂 に よ り 成 型 し 、 僅 か に 弾 性 を 有 し て い る 。
角 パ イ プ 238の 角 部 250に 基 材 244よ り も 僅 か に 小 さ い 矩 形 の 装 着 孔 252を 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
装 着 孔 252は 、 図 10(B)に 示 す よ う に 、 各 角 部 250に 形 成 し て も よ い が 、 選 択 し た 少 な く と
も 一 以 上 の 角 部 250に 配 置 し て も よ い 。
ま た 、 装 着 孔 252を 複 数 形 成 す る 場 合 、 同 一 の 角 部 250に 形 成 す る こ と 、 球 体 Ｂ の 進 行 方 向
に 対 し 下 流 側 に ず れ る よ う 螺 旋 状 に 形 成 す る こ と 、 又 は 、 ラ ン ダ ム に 形 成 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
し か し 、 装 着 孔 252を 螺 旋 状 に 形 成 し た 場 合 、 球 体 Bに 対 し ブ ラ シ 248に よ っ て そ の 進 行 方
向 線 回 り の 回 転 ト ル ク を 連 続 的 に 一 方 向 に 付 与 で き る 。
結 果 と し て 、 球 体 Bが そ の 方 向 に 僅 か ず つ 回 動 さ れ る た め 、 球 体 Ｂ の 全 周 を ブ ラ シ 248に よ
っ て 磨 く こ と が で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
基 材 244は 、 装 着 孔 252に 押 し 込 ま れ 、 装 着 孔 252と 基 材 244と の 間 の 摩 擦 力 に よ り 保 持 さ れ
る 。
し か し 、 基 材 244の 背 面 を サ ポ ー タ (図 示 せ ず )に よ っ て 押 さ え る こ と に よ り 抜 け 止 め を す
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
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し た が っ て 、 基 材 244は 装 着 孔 252に 対 し 着 脱 自 在 で あ る 。
換 言 す れ ば 、 ブ ラ シ 248が 汚 れ 、 又 は 、 摩 耗 し た 場 合 、 容 易 に 交 換 す る こ と が で き る 。
球 体 Ｂ が 球 体 磨 き 部 236の 球 体 通 路 254を 通 る 場 合 、 そ の 周 面 は ブ ラ シ 248の 先 端 に よ っ て
擦 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
し た が っ て 、 球 体 Ｂ の 表 面 に 付 着 し て い る 油 等 は 、 ブ ラ シ 248に 掻 き 取 ら れ 、 球 体 Ｂ は 磨
か れ る 。
ブ ラ シ 248が 螺 旋 状 に 配 置 さ れ た 場 合 、 ブ ラ シ 248か ら 球 体 Ｂ に 進 行 方 向 線 回 り の ト ル ク が
付 与 さ れ る の で 、 球 体 Ｂ は そ の 方 向 に 回 る た め 、 球 体 Ｂ の 全 周 を 磨 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
実 施 例 の よ う に 、 角 パ イ プ 238に し た 場 合 、 通 路 254は 矩 形 で あ り 、 球 体 Ｂ は 円 で あ る た め
、 角 部 に 空 間 が 形 成 さ れ る 。
そ の 空 間 に 磨 き 部 材 240と し て の ブ ラ シ 248を 配 置 す る こ と に よ り 、 特 別 な 装 置 を 設 け る こ
と 無 く 配 置 で き る 利 点 が あ る 。
ま た 、 掻 き 落 と さ れ た 油 分 等 の 塊 が そ の 空 間 を 落 下 す る こ と が 出 来 る の で 、 排 出 物 を 効 果
的 に 排 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
次 に 排 出 部 260を 図 2を 参 照 し て 説 明 す る 。
排 出 部 260は 、 球 体 Bに 付 着 し て い る ゴ ミ 等 を 案 内 部 126か ら 排 出 す る 機 能 を 有 す る 。
球 体 磨 き 部 236の 下 流 に 排 出 部 260が 配 置 さ れ て い る 。
排 出 部 260は 、 ル ー プ 状 の パ イ プ 262で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
パ イ プ 262は 、 通 路 235と 同 一 寸 法 で あ っ て 、 上 下 方 向 に ル ー プ す る ル ー プ 通 路 264を 有 し
、 そ の 通 路 264の 最 下 部 に 排 出 孔 266が 形 成 さ れ て い る 。
し た が っ て 、 排 出 孔 266か ら 球 体 Ｂ に 付 着 し て 来 た ゴ ミ 等 が 離 脱 し 、 角 部 の 空 間 を 通 っ て
ル ー プ の 最 下 部 に 落 下 し 、 さ ら に 、 排 出 孔 266か ら 落 下 す る こ と が で き る 。
排 出 部 260の 下 流 に 検 出 部 128が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 検 出 部 128を 図 11を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 検 出 部 128は 、 払 い 出 さ れ る 球 体 Ｂ を 検 出 す る 機 能 を 有 す る 。
　 し た が っ て 、 同 様 の 機 能 を 有 す る 他 の 装 置 に 変 更 す る こ と が で き る 。
　 実 施 例 の 検 出 部 128は 、 払 出 ベ ー ス 270に 形 成 さ れ た 倒 立 Ｊ 形 の 払 出 通 路 272、 被 動 ロ ー
ラ 274、 レ バ ー 276及 び セ ン サ 278を 含 ん で い る 。
　 通 路 272は 通 路 235と 同 一 寸 法 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 被 動 ロ ー ラ 274は 、 回 動 軸 280に 固 定 さ れ た Ｌ 形 の レ バ ー 276の 一 端 に 固 定 さ れ た 軸 282に
回 転 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 被 動 ロ ー ラ 274は 、 払 出 通 路 272に 位 置 す る 待 機 位 置 と 通 路 272外 の 被 動 位 置 に 移 動 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 レ バ 276は 、 付 勢 手 段 284、 例 え ば ス プ リ ン グ 286に よ っ て 図 11(Ｂ )お い て 時 計 方 向 に 付
勢 さ れ て い る 。
　 換 言 す れ ば 、 被 動 ロ ー ラ 274は ス プ リ ン グ 286に よ っ て 待 機 位 置 に 向 か っ て 付 勢 さ れ 、 払
出 ベ ー ス 270の ス ト ッ パ (図 示 せ ず )に よ っ て 係 止 さ れ て 前 述 の 待 機 位 置 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 セ ン サ 278は 、 レ バ ー 276の 他 端 の 回 動 経 路 に 相 対 し て 払 出 ベ ー ス 270に 固 定 さ れ て い る
。
　 被 動 ロ ー ラ 274が 払 出 通 路 272の 外 に 押 し 出 さ れ た と き 、 し た が っ て 、 レ バ ー 276が 待 機
位 置 か ら 所 定 角 度 回 動 さ れ た 場 合 、 レ バ 276の 一 端 が セ ン サ 278に よ っ て 検 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
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　 セ ン サ 278は 、 レ バ 276の 一 端 を 検 知 し た 場 合 、 検 知 信 号 を 出 力 す る 。
　 検 出 部 128は 、 払 出 ベ ー ス 270を 通 路 272の 軸 線 回 り に 回 動 可 能 に 設 け 、 ア ク チ ュ エ ー タ
に よ っ て 選 択 的 に 所 定 の 位 置 に 回 動 さ せ る こ と に よ り 出 口 136の 位 置 を 変 更 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の 位 置 変 更 に よ り 、 球 体 投 入 皿 108ま た は 入 賞 球 払 出 皿 110に 選 択 的 に 払 い 出 す こ と が
出 来 る 。
　 こ の 場 合 、 検 出 部 128は 、 振 り 分 け 部 134を 兼 ね る こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 次 に 制 御 部 130を 図 12を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 制 御 部 130は 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 290で あ り 、 操 作 部 106、 セ ン サ 278及 び 賭 球 体 検 出 部
132か ら 信 号 を 受 け と り 、 所 定 の 処 理 を 行 っ た 後 、 振 り 分 け 部 134、 球 体 送 り 出 し 装 置 120
の モ ー タ 206及 び 制 動 部 148を 制 御 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 換 言 す れ ば 、 記 憶 し た 処 理 プ ロ グ ラ ム に よ り 、 操 作 部 106、 セ ン サ 278及 び 賭 球 体 検 出 部
134か ら の 信 号 に 基 づ い て 、 振 り 分 け 装 置 134の 振 り 分 け 及 び モ ー タ 206の 起 動 停 止 を 制 御
す る 。 　
【 ０ ０ ６ ６ 】
つ ぎ に 、 本 実 施 例 の 作 用 を 図 13の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
ま ず ス テ ッ プ S11に お い て 、 台 間 装 置 112の 受 け 入 れ 口 113に 投 入 さ れ た 現 金 又 は プ リ ペ イ
ド カ ー ド が 識 別 さ れ る 。
こ れ ら 現 金 又 は カ ー ド を 識 別 し た 場 合 、 購 入 可 能 な 金 額 を 判 別 し 、 ス テ ッ プ S12に 進 む 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
次 に ス テ ッ プ S13に お い て 、 操 作 部 106の 購 入 ボ タ ン が 押 さ れ た か 判 別 す る 。
購 入 ボ タ ン が 押 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ S13に 進 み 、 振 り 分 け 装 置 134を 球 体 投 入 皿 108側 に
切 り 換 え る 。
次 に ス テ ッ プ S14に お い て 、 送 り 出 し 部 124の モ ー タ 206を 起 動 す る 。
こ の 処 理 と 並 行 し て 受 け 入 れ た 現 金 を 収 納 し 、 又 は 、 プ リ ペ イ ド カ ー ド に 残 金 が 記 憶 さ れ
る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
モ ー タ 206の 起 動 に よ っ て 、 伝 動 機 構 208を 介 し て 送 出 デ ィ ス ク 174が 回 転 さ れ る 。
　 送 出 デ ィ ス ク 174の 回 転 に よ り 、 そ の 上 に 載 っ て い る 多 数 の 球 体 Bは 、 通 孔 162に 落 下 す
る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 保 留 部 150の 下 端 開 口 は 複 数 の 通 孔 162に 相 対 し て い る の で 、 重 力 で
落 下 す る に も 関 わ ら ず 、 球 体 Ｂ は 同 時 に 複 数 の 通 孔 162に 落 下 出 来 る 。
　 こ の た め 、 送 出 デ ィ ス ク 174が 高 速 回 転 し て も 通 孔 162に は 必 ず 球 体 Ｂ が 保 留 さ れ て い る
た め 、 そ れ ら 球 体 Bは 歯 抜 け す る こ と な く 払 い 出 だ さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 送 出 デ ィ ス ク 174の 回 転 に よ り 、 攪 拌 突 起 158が 一 体 に 移 動 し 、 球 体 Ｂ を 突 き 上 げ る 。
　 結 果 と し て 、 球 体 Ｂ が 攪 拌 さ れ 、 通 孔 162に 落 下 す る の で 払 出 の 効 率 が 高 ま る 。
　 し た が っ て 、 保 持 空 間 176に 球 体 Ｂ が 保 留 さ れ な い 事 態 を 防 ぐ こ と が で き る の で 、 単 位
時 間 当 た り の 払 出 数 を 増 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 球 体 Ｂ は 、 高 速 度 で 移 動 し て い る の で 、 通 孔 162に お い て 、 そ の 慣 性 に よ り 落 下 量 が 少
な い 場 合 が あ る 。
　 そ の 場 合 、 球 体 Ｂ は 通 孔 162が 十 分 に 長 い の で 、 保 持 空 間 176に 確 実 に 落 下 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 保 持 空 間 176に 落 下 し た 球 体 Ｂ は 、 案 内 孔 188に よ っ て ガ イ ド さ れ つ つ 下 押 出 条 160及 び
上 押 出 条 170に よ っ て 押 さ れ る の で 、 そ の 下 面 を 保 持 溝 166底 部 に 支 え ら れ て 送 出 デ ィ ス ク
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174と と も に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 球 体 Ｂ が 案 内 片 184に 達 し た 場 合 、 送 出 デ ィ ス ク 174と 同 方 向 の 移 動 は 案 内 片 184に よ っ
て 阻 止 さ れ る の で 、 案 内 片 184に よ っ て 送 出 デ ィ ス ク 174の 周 方 向 の 導 出 路 190に 案 内 さ れ
、 出 口 開 口 192を 通 っ て 出 口 通 路 204に 払 い 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 球 体 Ｂ は 出 口 開 口 192を 通 過 し た 直 後 、 ガ イ ド ロ ー ラ 196を 押 す の で 、 レ バ ー 198の 一 端
部 が セ ン サ 202に 近 接 し 、 セ ン サ 202は カ ウ ン ト 信 号 を 出 力 す る 。
　 球 体 Ｂ が 通 過 し た 後 、 ロ ー ラ 196、 し た が っ て レ バ ー 198は ス プ リ ン グ 200に よ っ て 元 の
位 置 に 戻 さ れ 、 次 の 払 出 に 備 え る 。
　 し た が っ て 、 球 体 Ｂ が 導 出 路 190に 戻 る こ と は な い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 セ ン サ 202か ら の 信 号 が 周 期 的 に 出 力 し な い 場 合 、 エ ラ ー と 判 断 し 、 モ ー タ 206を 停 止 す
る こ と が で き る 。
　 送 出 デ ィ ス ク 174に よ り 順 次 送 り 出 さ れ る 球 体 Bは 、 湾 曲 部 232、 直 線 部 234、 球 体 磨 き 部
236、 排 出 部 260及 び 検 出 部 128の 通 路 を 一 列 に 順 次 押 し 上 げ ら れ 、 被 動 ロ ー ラ 274に 達 す る
。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 被 動 ロ ー ラ 274は 、 移 動 す る 球 体 Bに よ っ て 待 機 位 置 か ら 被 動 位 置 に 移 動 さ れ る 。 　 　
　 被 動 ロ ー ラ 274と 球 体 Bと の 接 触 部 が 直 径 部 を 超 え た 場 合 、 ス プ リ ン グ 286に よ っ て レ バ
ー 276が 待 機 位 置 へ 急 速 に 移 動 さ れ る 。
　 こ れ に よ り 、 球 体 Bは 勢 い よ く 出 口 136か ら 払 い 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 払 い 出 さ れ た 球 体 Bは 、 通 路 138及 び 払 出 ノ ズ ル 114を 経 由 し て 球 体 投 入 皿 108に 供 給 さ れ
る 。
　 レ バ ー 276の 検 知 位 置 へ の 移 動 に よ り 、 セ ン サ 278が 検 知 信 号 を 出 力 す る 。
　 ス テ ッ プ S15に お い て 、 こ の 検 知 信 号 が 計 数 さ れ 、 ス テ ッ プ S16に お い て 所 定 の 払 出 数 と
比 較 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 所 定 の 払 出 数 に 満 た な い 場 合 、 ス テ ッ プ S15に 戻 り 、 所 定 の 払 出 数 に な る ま で 払 出 が 行
わ れ る 。
　 ス テ ッ プ S16に お い て 所 定 の 払 出 数 に な っ た 場 合 、 ス テ ッ プ S17に 進 み 、 モ ー タ 206が 停
止 さ れ 、 か つ 、 制 動 部 148が 作 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 換 言 す れ ば 、 所 定 数 の 球 体 Ｂ が 払 い 出 さ れ た 場 合 、 モ ー タ 206が 停 止 さ れ 、 電 気 ブ レ ー
キ ユ ニ ッ ト 220が 作 動 し て 送 出 デ ィ ス ク 174は 急 速 停 止 す る 。
し た が っ て 、 送 出 デ ィ ス ク 174は 急 速 停 止 さ れ る の で 、 球 体 Ｂ の 過 払 出 を 生 じ な い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
次 に 、 操 作 部 106の 遊 技 開 始 ボ タ ン が 押 さ れ た ケ ー ス を 説 明 す る 。
ス テ ッ プ S21に お い て 開 始 ボ タ ン が 押 さ れ な い 場 合 、 ス テ ッ プ S11に 戻 る 。
遊 技 開 始 ボ タ ン が 押 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ S22に 進 む 。
ス テ ッ プ S22に お い て 、 賭 球 体 検 出 部 134に お い て 所 定 数 の 賭 球 体 を 検 出 し た 場 合 、 ス テ ッ
プ S23に 進 み 、 遊 技 が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
次 に 遊 技 を 開 始 後 、 ス テ ッ プ S24に お い て 入 賞 が 判 別 さ れ る 。
入 賞 し な い 場 合 、 ス テ ッ プ S11に 戻 る 。
入 賞 し た 場 合 、 振 り 分 け 装 置 134を 入 賞 球 払 出 皿 110側 に 切 り 換 え る 。
次 に ス テ ッ プ S26に お い て モ ー タ 206を 起 動 さ せ 、 前 述 の よ う に 出 口 136か ら 球 体 Bを 一 個 ず
つ 払 い 出 す 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
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払 い 出 さ れ た 球 体 Ｂ は 、 通 路 140を 経 由 し て 入 賞 球 払 出 皿 110へ 供 給 さ れ る 。
球 体 Bの 通 過 毎 に セ ン サ 278か ら 検 知 信 号 が 発 せ ら れ る の で 、 ス テ ッ プ S27に お い て 検 知 信
号 が 計 数 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
次 に ス テ ッ プ S28に お い て 計 数 値 が 入 賞 所 定 値 と 比 較 さ れ 、 入 賞 所 定 値 よ り も 少 な い 場 合
、 ス テ ッ プ S27に 戻 っ て 払 出 を 継 続 す る 。
ス テ ッ プ S28に お い て 、 計 数 値 が 入 賞 所 定 値 と 一 致 し た 場 合 、 ス テ ッ プ S29に 進 み 、 モ ー タ
206が 停 止 さ れ 、 か つ 、 制 動 部 148が 作 動 さ れ て 前 述 の よ う に 急 速 停 止 さ れ 、 球 体 Bの 過 払
い が 防 止 さ れ る 。
そ の 後 プ ロ グ ラ ム は 、 ス テ ッ プ S29か ら ス テ ッ プ S11に 戻 る 。
な お 、 保 留 ボ ウ ル 122に 球 体 Ｂ の 残 量 セ ン サ を 設 け 、 保 留 球 体 が 所 定 量 よ り も 減 少 し た 場
合 、 外 部 の 補 給 装 置 か ら 球 体 Ｂ の 補 給 を 受 け る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
上 記 し た よ う に 、 本 発 明 に お い て 、 球 体 送 り 出 し 装 置 は 所 定 数 の 球 体 の 払 出 装 置 と 揚 送 装
置 を 兼 ね 備 え て い る 。
し た が っ て 、 一 つ の 球 体 送 り 出 し 装 置 の み 設 置 す れ ば よ い の で 、 装 置 を 小 型 に で き 、 か つ
、 安 価 で あ り 、 さ ら に 、 消 費 エ ネ ル ギ ー も 少 な い と い う 利 点 が あ る 。
ま た 、 球 体 磨 き 部 は 案 内 装 置 の 壁 に 取 り 付 け ら れ る の で 、 特 別 な 装 置 を 設 け な い の で 小 型
に 構 成 で き る 利 点 を 有 す る 。
さ ら に 、 球 体 磨 き 部 は 案 内 装 置 の 壁 に 着 脱 可 能 で あ る の で 、 球 体 磨 き 機 能 が 低 下 し た 場 合
、 直 ぐ さ ま 交 換 可 能 で あ る 。
混 入 し た ゴ ミ 等 は 、 角 パ イ プ の 角 部 空 間 に 追 い や ら れ 、 球 体 の 通 路 か ら 排 除 さ れ る の で 、
球 体 の 移 送 を 効 率 良 く 行 う こ と が で き る 。
球 体 磨 き 部 は 、 角 パ イ プ と 球 体 の 間 の 空 間 に 配 置 さ れ る た め 、 球 体 磨 き 部 の 設 置 用 ス ペ ー
ス を 新 た に 設 け な く と も よ い の で 、 装 置 を 小 型 化 で き る 利 点 が あ る 。
球 体 の 周 面 が 球 体 磨 き 部 に 対 し 移 動 す る の で 、 な ん ら の 装 置 を 設 け ず と も 球 体 の 全 周 を 磨
く こ と が で き る 利 点 を 有 す る 。
ル ー プ 通 路 の 底 に 内 部 の ゴ ミ が 落 下 す る の で 、 底 部 に 配 置 し た 排 出 孔 か ら 、 球 体 磨 き 部 に
よ っ て 球 体 表 面 か ら 取 り 除 い た ゴ ミ を 落 下 さ せ る こ と が で き 、 簡 単 な 装 置 で 通 路 内 の ゴ ミ
を 排 除 す る こ と が で き る 利 点 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
【 図 １ 】 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 の 球 体 送 り 出 し 装 置 が 内 蔵 さ れ る 遊 技 機 列 の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 の 球 体 送 り 出 し 装 置 を 内 蔵 し た ゲ ー ム 機 の 概 略 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 実 施 例 の 球 体 送 り 出 し 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ３ に お け る Ａ ― Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 実 施 例 の 球 体 送 り 出 し 装 置 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ３ に お け る Ｂ ― Ｂ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ６ に お け る Ｃ ― Ｃ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 実 施 例 の 球 体 送 り 出 し 装 置 の 裏 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 実 施 例 の 制 動 部 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 実 施 例 の 球 体 磨 き 部 の 正 面 図 、 Ｄ ― Ｄ 線 断 面 図 及 び 縦 断 面 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 実 施 例 の 検 知 部 の 正 面 図 、 背 面 図 及 び 裏 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 実 施 例 の 制 御 部 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 実 施 例 の 作 用 説 明 用 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
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Ｂ 　 球 体
120　 送 り 出 し 装 置
122　 保 留 ボ ウ ル
126　 案 内 部
128　 検 出 部
130　 制 御 部
230　 パ イ プ
236　 球 体 磨 き 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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